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症例レジストリデータベースを⽤いた⾼齢糖尿病患者の⾎糖管理と 
糖尿病治療新薬に関する実態調査 

 
 
2 型糖尿病はインスリンの作⽤不⾜や作⽤低下が原因となって⾼⾎糖が慢性的に続く疾

患であり、細⼩⾎管症、⼤⾎管症等の⽣命予後に直結する重⼤な合併症をもたらす。国内の
患者数は 1000 万⼈以上と推計されており、糖尿病を持つ⼈の割合は⾼齢であるほど⾼い。 

⾼齢の糖尿病患者はより若い患者と⽐較して低⾎糖に対して脆弱であること、動脈硬化
性疾患の合併率が⾼いことなどの注意すべき特性を持ち、低⾎糖やポリファーマシーのリ
スクを避けるため⾎糖コントロール⽬標が成⼈よりも緩やかに設定されている。しかし、こ
の⾎糖コントロール⽬標の設定に関して⾼齢者に限定した介⼊研究は⾒られず、現⾏の⾎
糖コントロール⽬標の達成状況や⾎糖コントロール不良群の予後についてはリアルワール
ドデータを⽤いて確認することが有⽤である。 

また、低⾎糖を引き起こすリスクが低いこと、⼼⾎管・腎保護作⽤を持つことで近年注⽬
されている SGLT2 阻害薬についても、⾼齢者への処⽅におけるエビデンスが不⾜している。
⾎糖や eGFR に対する効果を⽰した過去の臨床試験には 75 歳以上の患者はほとんど含まれ
ておらず、⼀般の⾼齢糖尿病患者の患者像とは異なっていると考えられる 1,2。そのため、⾼
齢者への SGLT2 阻害薬の⾎糖及び腎機能に対する有効性について、リアルワールドデータ
を⽤いて検証することが重要であると考えられる。 
 本研究では国内のかかりつけ医に通院する患者を対象とした前向き観察研究のデータを
⽤い、⾼齢糖尿病患者における⾎糖管理の実態とコントロール不良な患者の背景因⼦を明
らかにする。また、SGLT2 阻害薬の⾎糖及び腎機能に対する有効性の検証を⾏う。 
 本抄読会では現段階での結果とその解釈を⽰し、今後の展望について述べる。 
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